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課題であり,残りの半数 は unbaited課題である｡ ま
た,これらの転移訓練の最後に,20課題のLS訓紋を行
なった｡
結果と考察
SRT群は2試行およびLS課題でOT群より有意にす
ぐれた成約を示した｡その使越はbaitcd課題とunbaited
課題の両刀にみられた.これは SRTが "win-stay"と
"lose-shift"の両方略を範めていることを意味してお
り,Ri∝iardi皮Treichler(1970)の見解を支持しない｡
OT郡には訓練の進捗に伴なう unbaited課題での成約
の向上が総められなかったoそこで,OTには "lose-
shift"JJ'略を確立させる劫火がないと結諭された｡
頬骨下顎筋と眼窟上隆起との関係1)
皆川 徹雄 (東京良工大･凸)
剖 Ilらはヒトを含む高等霊長日では,析骨下顎筋は琉
骨弓から限芯後蛇の背外側録に移り,その結AL,限苗上
隆起が形成されるとの仮説をたてた｡しかし,砧等な霊
長日とそうでないu火日とのru]に一線を引くとなると,
ひとつひとつ誹rJベてゆかない限り,結論を得ることはで
きない｡
ホエザルの攻筋では,納骨下顎筋は煩骨弓から起こる
ものもあるが,その前ljJ'の部分は技側頭筋の下を背腹に
のび,限'GS後壁の村外側線から筋質で起こり,下顎の斜
線の腹後側部に髄で終わっていることがわかった.これ
は明らかに琉骨下顎筋の節一周である｡その下に,限前
後壁の背外側緑から艇で起こり,筋質で折I-1屑のM･上に
終わる第二層を発見した.これは明らかに,ホエザルの
析骨下顎筋はWt骨弓型と限筒型の移行型であることを示
1)これらの結掛よ下記の学会で発表した.1.ホエザル
の攻Ju｡解剖学会関東地方大会(48年,11月)02.ホ
-ザルの攻筋,特に煩骨下顎筋の態度(付)ツバイの
攻肪O妨18回プリマーチス研究会03.霊長炉の燐
骨下gl筋の較骨弓型と眼筋型との間に移行塾が存在
する.a;79回日本解剖学会総会.
す.なお,限謁背外側縁には江原の提唱する限田上弓が
明托かこ見られるので,限石上隆起を誘起すると考えるよ
りも,江原の限砧上弓を形成すると考えるjJ'が適切であ
ることが判った｡
クモザルは,ホエザルと向斜であるのに,その炊骨下
顎脚王統骨弓塾である.
バタスモソキーでは,限筒型の燐骨下ng'rl筋がはっきり
認められるが,限田上隆起ないし限'GY上弓は存在しな
い.そこで厚い節一層を除いてみると,約二肋iLtR芯後
壁`の中程に付着し,そこに幅広い骨相な形成しているこ
とがわかった｡そこで節一層と節二層が同じful',分で協力
しあわなければ,限苗上隆起,正確にいえは限砧上弓を
誘起しないと想像される｡
夜行性霊長類の行動観察
阿部 真率 (東北大･理)
前回の共同利用研究でもちいたオオギャラゴと同じp
I)ス料の夜行性原扱,スp-P1)スを祝賀ミ対象とした.
飼育室に放したのは81,早1の2個体で,飼育盤内幻;
の諸条件は前回 (霊長研年報第3巻51-52‡ミ)と同校で
ある｡但し都合によりテレメータ はーもちいなかった｡
ここでは紙面もないのでスローPI)スの捕食行動を中
心に述べることにする｡.飼育下において与えられた何は
ビスケット,サツマイ4,1)ソゴ,バナナであったが.
よく喰われるのはバナナ (それも皮をむいた)位であっ
た｡野性のスロー｡1)スは昆虫が主食であるので研兜所
地下の廊下に生息するゴキブリを与えてみたところ.こ
れは与えただけ好んで食べた.そしてそのゴキプ1)を捕
える際にはあきらかに視覚にたよっていることが認めら
れた｡たとえばゴキブリがそばにいても日に入らぬとき
は通りすぎてしまい,-プ)一離れていてもゴキプ1)が劫い
たりして日にとまると素早く近づいて捕食する.とくに
静止しているゴキプ1)を捕える時は手の届く距離までIJ争
かに忍び寄って間合いなつめ,じっと糾えてから急辿に
片手又は両手で捕泣する.豆電球下の飼育室で見られた
このような行動は野外ではJl明りや星明りの下でなされ
るのであろう｡
-紗こ訟F<現の持つ前向きの眼は樹上出占への適応で
あると冒われているが,スP-PI)スは蚊から枝へ跳縦
することはないのを考えるとスロー｡I)スのTJfL向きの脱
はむしろ捕食のための適応と考えられる｡ある距離まで
忍び寄って襲いかかる捕食形式を持つネコ料の動物が1iL
向きの脱を持つことはその点注意してよい'Jlだろう.以
猿から其毅への進化を前向きの限の完成という点から考
えれば昆虫捕食者として成功した原鋲が六位の机辺とな
ったのではないか,そして前向きの眼は結架として樹上
生活に役立ったのではないかという考えが浮んでくる｡
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